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時間について二つの見方の対立，即ち内的時間と外的時間とがある。内
的時間は人聞の意識とL、L、かえることもできるだろう。外的時間は時計，
カレン夕、一，自然、の生成によって示される。小論はエミリーの内的時間と
外的時間について考察することによって A Rose for Emilyの意味を考え
てみたL、。
I 
エミリーの内的時間と外的時聞を考察する前に TheSound and the Fury 
のI章， I章に登場するベンジーとクウェンティンの時間へのかかわり方
をみてみたい。
I章はベンジーの章で三十三回目の誕生日の一日の出来事が描かれてい
るO 時間を理解できない白痴のベンジーは無時間の世界の中にいるo 1章
の間でベンジーは一二七回以上の意識のフラッシュバックを行なっている
といわれるO ベンジーは原始的な意識そのものに支配されていて，ベンジ
ーの意識の底にあるのはコンプソン家の過去の生活である O
ハーバード大学の学生のクウェンティンは時間に対して過敏で、ある。時
聞から逃れようとして時計をこわすが歯車は相変らず時を刻みつづけてい
る。
( 1) Kar1 Zinkは， simp1e timeとpuretime [PMLA， LXXI (June， 1956)， 
number 3，299-3∞コOlgaW. Vicheryは naturaltime と humantime 
(The Novel o[ William Faulkner， P. 259.) Andr岳Bleiskanは thetime 
of c10cks and calendars と thetime of consciousness and sensibility 
(The Most Splendid Failure， P. 127.) 
(2) フォークナー，尾上政次訳『響きと怒り』冨山房 P.362.
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1 went to the dresser and took up the watch， with the face stil 
down. 1 tapped the crystal on the corner of the dresser and 
caught the fragments of glass in my hand and put them into 
ashtray and twisted the hands off and put them in the tray. The 
watch ticked on. 1 turned the face up， the blank dial with litle 
wheels clicking and clicking behind it， not knowing any better. 
クウェンティンは外的時間と内的時間の聞を揺れ動いている。幼い頃の
生活と比較して，現在のコンプソン家の崩壊，クウェンティンの目からみ
た妹キャディの堕落とそれに伴う妹の喪失感のために，外的時間の中に存
在すること，自分の存在を否定しようとする。
A Rose for Emily は構成上では現在→過去 CI 章~l[章)，過去→現
在(][章~V章〕となっていて，フラッシュパックが行なわれている。し
かしエミリーの意識は過去に停止したままである。
. Emily Grierson a vaids th巴 presentby refusing to admit that 
1920 is not 1890. 
フォークナーの他の作品に登場する人物の内的時間を占有しているのは
過去の経験である。 Lightin Augustに登場するクリスマス(出生)，ハイ
タワー(祖父の影響)，パーデン〔生家の歴史〉もそうである O
Robert Reid Broughtonは次のようにし、っている。
. As Faul比ke釘r'、sGav巴nStevens phrases itし，
dead. It's not even past." 
フォークナーの登場人物にとって過去こそが現在なのであるO
Jean Paul Sartreも過去の経験について次のように述べている。
The order of the past is the ord巴rof the heart. We must believe 
(3) William Faulkner， The Sound and the Fury. CPenguin Books， 1972) P. 
76. 
(4) Ward L. Min巴r，The World 01 William Faulkner (New York : Cooper 
Square Publishers， Inc.， 1963)， P.80. 
(5) Robert Reid Broughton， William Faulkner， The Abstract and the Actual 
(Louisiana State University Press， 1974) P. 46. 
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that the present event， after it has gone， becomes the most 
immediate of our memories. The shift of time can submerge it 
at the bottom of memory or leave it on the surface. Only its 
own intrinsic value and its relevance to our lives can determine 
(6) 
its !evel. 
ベンジー，クウェンティン，エミリーの例のように，私達が時計等によ
る外的時聞から離れて，内面に帰る時，重要な過去の経験，出来事が心に
浮びあがってくる。それらは現在の生活に大きく影響を及ぼしていると思
われる。
I 
エミリーの内的時聞を占有している時代とエミリーの生きている時代は
どんな時代であるか述べてみたい。
南北戦争前の南部社会は奴隷制の上に成立していたとは言え，自立した
フロンティア達の落ち着いた社会で、あった。
sometimes weak and sometimes wrong but fundamentally good， 
nob!e and brave. 
エミリーが内的時間の中で停まっている時代は南北戦争前からの指導者
の数が少なし影響力も弱かったが，まだ生存していた時代であった。大
農園と黒人奴隷を所有し，南部騎土道を身につけた南部人の古き良き末期
であったっ
The period from 1865 to 1890 may welI be thought of as the 
Indian summer of Oxford. The town was starting to live in the 
past， not for the future. 
( 6 ) Jean -Paul Sartre，“Time in Faulkner : The Sound and the Fury" 
in Frederick J. Hoffman & Olga W. Vickery (ed.)， William Faulkner " 
Three Decades 01 Critcism (New York : Harcourt， Brace & World， Inc.， 
1963)， P.228. 
(7) Robert Coughlam， The Private World 01 William Faulkner (New York : 
Cooper Square Publishers， Inc.， 1972)， P.90. 
( 8) Miner， Op. Cit， p.5. 
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エミリーの父親も，フォークナーの曽祖父をモテ、ルにしているといわれ
るサートリス大佐もそのような時代の町の指導者であった。しかし，エミ
リーの父親の死後は北部の南部支配が強まり，工業化の波が南部にも押し
寄せてきていた。綿花中心の農本社会から工業社会に進展していた混乱期
であり，旧農園主達は北部資本に支配され，南部に起った産業も次々に北
部産業に吸収合併されていった。このような過程で価値の基準となったも
のは物質，金銭，機械であり，ずる賢しこさ，抜け目のなさであった。
Shrewdness and cleverness are now the ultimate standards of 
(w) 
value， not standards based upon man's humaneness and humanity. 
ジェファソンにも工業化を象徴するガレージ，ポンプ等が登場してくる。
But th巴 garagesand cotton gins had encroached and oblitera-。1)
ted even the august names of that neighborhood. 
エミリーの愛人となるヤンキーのホーマー・パロンが歩道の舗装工事の
現場監督としてこの町にくる O そして町を支えている人々の世代が変って
きて，サートリス大佐や父親の考え方を受け継いでいるエミリーと町の人
々の聞にギャップが生じてくる。このようなエミリーは一八七0年代の壮
大華麗なエミリーの生家にたとえられている。
Only Miss Emily's house was left， lifting its stubborn and 
coquettish decay above the cotton waggon and gasoline pumps 
Ù~ 
- an ey巴soreamong eyesores. 
亜
エミリーが外的時間にどのように対応したか検討してみたい。
町の代表者が税金の取り立ての督足にエミリーの家を訪問した時，エミ
(9) 井出義光，本関長世，大橋健三郎編『アメリカ南部~ (研究社， 1973)を参考
にしTこ。
(10) Miner， Op. Cit.， p.81. 
(11) Wi1iam Faulkner， These Thirtee-n (London : Chatto & Windus， 1974)， 
P.I0. 
(12) Ibid.， P.9. 
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リーは彼等に次のように答えている。
“1 have no taxes in Jefferson. Colonel Sartoris explained. Perhaps 
one of you can gain access to th巴 cityrecords and satisfy 
帥
yourselves." 
己にこの時は，サートリス大佐が死亡してから十年位経過していたのに，
サートリス大佐がエミリーに認めた特権を有効と考えている。エミリーの
内的時間は停止したままである O それとは対照的に外的時間が進行してい
ることが具体的に時計の措写によって示されている。
Then they could hear the invisible watch ticking at the end of 
the gold chain. 
このような外的時間と内的時間のギャップに対して，エミリーの反応に
は強い意志が感じられる。
She carried her head high巴nough- even when we believed 
that she was fallen. It was as if she demanded more than ever 
the recognition of her dignity as the last Grierson. 
。母 4暗
また，その意志の内容はimpervious= not affected by (WND)， perverse 
obstinately disobedient or di缶cu1t(WND)である。
次にエミリーは町の人々との交際を絶ち，エミリーの生家の中で閉鎖的
な生活をしている。
From that time on her front door remained closed， save for a 
period of six or seven years， when she was almost forty， during 
(時
which she gave lessons in china painting. 
エミリーの家は，家の外の刻々変化を蒙っている世界からの避難所，防波
堤となっている。 KarlZinkはこのような避難所，防波堤となっているも
(13) Ibid.， P.11. 
(14) Ibid.， P.13. 
(15) Ibid.， P. 15. 
(16) Ibid.， P. 15， P.18. 
(17) Ibid.， P.18. 
(18) Ibid.， P.18. 
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のに対して次のように述べている O
The stagnant backwater (the jail) has only held back from 
destruction for a while something fine and good that might well 
be preserved and cherished. 
避難所，防波堤は somethingfine and goodを外的時聞から護ったり，過
帥
去を追憶するのに長所となる反面，停滞がもたらす弊害もある O
ジェファソンの町の人々と殆んど接触しないことによるエミリーの精神
的腐敗，堕落の様相がエミリーの家の中やエミリー自身の描写にあらわれ
ている。
They were admitted by the old negro into a dim hall from 
which a stairway mounted into stil more shadow. It smelled of 
dust and disuse - close， dank smell. 
She looked bloated， like a body long submerged in motionless 
同
water 
Light in Augustに登場する，町で閉鎖的な生活をしているハイタワーに
も上記の描写に似た場面がある。
That part of his torso visible above the desk is shapeless， almost 
(;3) 
monstrous， with a soft and sedentary obesity. 
ハイタワーも過去の幻想に浸ることによって，現実の生活から遊離してし
まう。OlgaW. Vickenyもハイタワーについて次のようにいっている。
What destroys Hightower is not the fact that he has a dream， 
but that for the sake of the dream he becomes insensitive and 
(19) PMLA， LXXI (June， 1956)， Number 3， 290. 
(20) 元田修一 w短篇小説の分析と技巧Jl(開文字土， 1978)の中「閉ざされた世界J
と「関かれた世界」について論じである。
(21) Faulkner， Op. Cit.， P. 10. 
(22) Ibid.， P. 11. 
(23) William Faulkner， Light in August (London : Chatto & Windus， 1968)， 
P.82. 
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エミリーもジェブァソンの社会と遊離した，閉鎖的な生活の中で彼女の行
動を押し進めていった。 RobertPenn Warrenはこのような過程によっ
同
て， {白人は asort of monsterになるとし、っている。
エミリーに強い影響力を持った父親が死んだ時，その事実を認めようと
しない。
She told them that her father was not dead. She did that for 
thre巴 days，with the ministers calling on her， and the doctors， 
同
trying to persuade her to let them dispose of the body. 
エミリーは生命の循環，誕生し，生長し，老化L，死を迎えるとL、う厳然
たる事実を認めない。生命の循環を認めないことから，更に一歩進んで、愛
を永遠に停めておくために生命の循環を自らの意志で停止することを目論
む。この頃のエミリーの顔の表情は狂気の「こめかみから眠窟にかけて肉
帥
のひきつった顔に，冷たく，散慢そうな，黒い日をしたJ，rピンと張られ
帥
た旗のような」表情をしている O そして，エミリーが交際していたホーマ
ー・バロンという男を枇素で毒殺する。エミリーは愛を越えた永遠を意図
しているように思える O このことは結末のホーマー・バロンの描写から理
解できる O
The body had aprarently onc巴 lainin the attitude of an embrare， 
but now the long sleep that outlasts love， that ∞nquers even 
倒
the grimace of love， had cuckolded him. 
The Sound and the Furyの二章に登場するクウェンティンは現在のコン
(24) Olga W. Vickery， The Novels of William Faulkner (Lovisiana State 
University Press， 1973)， P.77. 
(25) Cleanth Brooks & Robert Penn Warren， Understanding Fiction (New-
York : Appleton -Century-crofts， Inc.， 1971)， P.353. 
(26) These Thirteer， PP.13・14.
(27) lbid.， P. 15. 
(28) Ibid.， P.16. 
(29) Ibid.， P.20. 
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プソン家の崩壊と牧歌的な子供の頃の生活との懸隔に対して悩み，外的時
間の中に存在しつづけることに負の価値しか見い出せない。外的時間の停
止を図るために投身自殺する。このことについて AndreBleikastenは次
のように説明している。
So what Quentin actually expects from his suicide is not at al 
a state of not-being but rather ek-stasis， that is literally， a 
e瑚
standing outside and beyond his self-without any self-loss. 
クウェンティンは自己を超えた存在になろうとしている O
エミリーやクウェンティンにとっても外的時聞は theuniversal dest-
royer， the irresistible agent of defeat and deathであった。 JeanPaul 
倒
Sartreも時聞は酸のように人間を侵食すると述べている。
エミリー ， グウェンティンは外的時間に抵抗するために生命の循環を停
止させている O エミリーは狂気で， クウェンティンは時間恐怖症的症状
で。
N 
4効
時間の「数学的進行」に対して，エミリーは父親の死後，サートリス大佐
が彼女に認めた特権(納税免除)， 過去の価値感のままジェファソンで過
した。
時代の変遷の中で過している町の人々はエミリーを二つの相互する感
情，尊敬と好奇心でみている O
When Miss Emily Grierson died， our whole town went to her 
funeral the men through a sort of respectful affection for a 
fallen monument， the women mostly out of curiosity to see the 
4効
inside of her house， 
(30) Andre Bleikasten， The Most Splendid Failure (Bloomington / London: 
Indiana University Press， 1976)， P.14O. 
(31) Ibid.， P. 136. 
(32) Sartre， Opt. Cit.， P.231. 
(33) These Thirteen， P. 19. 
(34) Ibid.， P.9. 
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また，次の例では好悪の入り混じった気持でみている。
Thus sh巴 passedfrom generation to generation - dear， inescap-
帥
able， impervious， tranquil， and perverse. 
エミリーはジェファソンの町の人々が失っているもの停めているが，エミ
リーの生き方は現在のジェファソ γの人々には不可能である。
Robert Penn Warrenは次のように述べている。
On the one hand， the community feels admiration for Miss Emily 
-she represents something in the past of community which the 
community is proud of. On the other hand， her queerness， the 
fact that she cannot compete with them in their ordinary life， 
the fact that she is hopelessly out of touch with the modern 
伺
wor1dー
エミリー，町の人々のそれぞれ両方に欠けている所がある。エミリーは外
的時間の中で生きれないことに対して町の人々は内的時間の中で生きれな
いことで、。
師 帥岬
叉，ジェファソンの人々はエミリーを idol，monument， angelにたとえ
ている。 idol，monument， angelの意味は下記の通りである。
idol any object of ardent or excessive devotion or admiration 
monument something s巴tup to keep alive the memory of a 
person， or event as a tablet， statue， pi1ar， build-
ing， etc. 
angel a messenger of God (WWD) 
これらの言葉から，ジェファソンの人々は，エミリーを賛え，自分達とは
かけ離れた存在とみている。しかし， 悲劇的存在とみているoまた idol，
(35) Ibid.， P. 18. 
(36) Brooks & Warren， Op. Cit.， P.353. 
(37) These Thirteen， P.13， P.18. 
(38) Ibid.， P.9. 
(39) Ibid.， P. 14. 
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monument， angel という言葉は喜怒哀楽のような人間味を表す言葉では
ない。 Panther Reid Broughtonは次のように述べている。
Statuary and machinery and stone may be impregnable to human 
帥
anguish， but they are also impervious to human blis. 
フォークナー自身も題名について次のように答えている。
“Oh， that was allegorical tit1e， the meaning was， here was a 
woman who had a tragedy， an irrevocable tragedy and nothing 
could be done about it， and 1 pitied her and this was a salute， 
just as if you were to make a gesture， a salute， to anyone; to 
a woman you would hand a ros巴， as you would lift a cup of 
帥
sake to a man." 
町の人々と同じように，フォークナーはエミリーに同情し，敬意さえ示し
ている O また一方ではエリリーを悲劇的人物とみている。アメリカ南部の
歴史的背景から考えれば，このようなこ面的なエミリーの存在は理解でき
る。北部に対して憎悪さえ抱いていた南部人の心を，エミリーは象徴して
いるように思われる。この点に関して， Robert Penn Warrenはエミリー
同
はidolであると同時に scapegoatであると述べている。ジェファソンの町
の人々にとってエミリーは到底成し得ない一種の願望なのであり，彼女自
身の中に，自分達を投影して，現在のジェファソンに生きていたのかもし
れなし、。だから，ジェファソンの町の人々はエミリーを丁重に扱っている。
Alive， Miss Emily had been a tradition， a duty， and a care; a 
sort of hereditary obligation upon the town. 
V 
フォークナーはエミリー，町の人々のどちらの生き方も是認しているよ
(40) Broughton， Op. Cit.， P.51. 
(41) Faulkner at Nagano (Kenkyusha Ltd.)， P.71. W現代アメリカ短編集IU
(研究社)， P.149から.
(42) Brooks & Warren， Op. Cit.， P.353. 
(43) These Thirteen， P. 9. 
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うには思われないo
Kar1 Zinkはフォークナーが人聞をどのように見ているかについて次の
ように述べている。
In summary， Faulkner sees man as the creature of change， and 
(4) 
his doom as the necessity to submit， 
フォークナーは人聞を変化を甘受しなければならない生物としてみてい
る。一見町の人々は健全に見える。町の人々はエミリーと違って，外的時
間の経過，時勢の変化を安易に受け入れているように思われる。町の人々
は外的時間に対して無力である。この理由は町の人々の構成にあるように
思える。 A Rose for Emilyの中には老人，女性が良く登場しているよう
に思える O 市会の構成は老人三，青年ーになっている。
That night the Board of Alderman metー thr巴egraybeards and 
包S
one younger man， a member of the rising generation. 
また，この頃の状況を WardL. Minerは次のように述べている。
Unfortunately， most of those who remain in the community are 
the ones with the least education and the most family responsib-
ilities. '" Those who want to think of the present and hope for 
帥
the future seem to leave oxford. 
史実によれば有為な青年達は町を去っていっていたので、ある。
町の人々にも，エミリーにも外的時間と内的時間の葛藤による均衡状態
ぼ存在しなし、。 Lightin Augustに登場するリーナ・グロープは外的時間
と内的時間が一致した存在であるが，両者の葛藤による相互作用はないよ
うに思える。
Olga W. Vickeryは次のように述べている。
Man's dignity consists of submitting to time and change while 
preserving his identity and his sense of continuity. 
(44) PMLA， LXXI (June 1956)， number 3， 301. 
(45) These Thirteen， P.12. 
(46) Miner， Op.αt.， P.64. 
(47) Vickery， Op. Cit.， P.258. 
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Olga W. Vickeryは，外的時間の中で人聞は identityと過去一現在一未
来とつづく時間の継続感を失なってはならないと述べている。そして外的
同
時間と内的時間の蔦藤による相互作用が必用であると述べている。エミリ
ーや町の人々には不可能なことなのだが，外的時間と内的時間の葛藤によ
同 同
る sufferingの中から peaceof mindに達しえることを逆説的に ARose 
for Emilyは象徴しているように思える。
(48) Ibid.， P.259. 
(49) Miner， Op. Cit.， P.159. 
(50) Loc. Cit.， 
